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目指せ!!
未来の消防士

　南部消防署において錦江町の中学生を
対象に「一日消防士」を行いました。
　今年が初めての開催で、四人の生徒が
参加しました。是非、今回の経験を通し
て、消防士を職業選択のひとつに加えて
もらえれば幸いです。



住宅用火災警報器　10 年経ったら交換を令和４年 11月 第１０２号（2）



秋季全国火災予防運動実施秋季全国火災予防運動実施
令和４年11月９日（水）～11月15日（火）令和４年11月９日（水）～11月15日（火）

○４つの習慣
　・寝たばこは絶対にしない、させない　　　・ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
　・こんろを使うときは火のそばを離れない　・コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く
○６つの対策
　・火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する
　・火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する
　・火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する
　・火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく
　・お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく
　・防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う

住宅防火いのちを守る10のポイント

お出かけは　マスク戸締り　火の用心 令和４年 11月第１０２号（3）



　

令
和
四
年
九
月
三
十
日
、
中
央
消
防
署
で

株
式
会
社
カ
ナ
ザ
ワ
様
か
ら
の
寄
付
金
を
活

用
し
て
導
入
し
た
、
高
規
格
救
急
自
動
車
の

受
納
式
を
行
い
ま
し
た
。
中
西
茂
管
理
者
が
、

「
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
、
救
急
車
を

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
の
謝
辞
を

述
べ
、
代
表
取
締
役　

金
沢
幸
一
様
に
感
謝

状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
救
急
車
は
「
リ
ッ
ク
ル
号
」
と
称
し
、

昼
夜
を
問
わ
ず
、
多
数
の
救
急
出
動
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
よ
り
良
い
救
急
業
務
と

救
命
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
か
ら
管
内
の
各
小
学
校
（
五
、

六
年
生
対
象
）
に
救
急
講
習
の
実
施
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
度
の
全
国
消
防
職
員
意
見

発
表
会
に
お
い
て
、
本
組
合
の
職
員
が
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
「
義
務
教
育
で
の
救
急
講

習
を
義
務
化
」
し
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
学
童
期
か
ら
心
肺

蘇
生
法
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
内
容
を

実
践
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
一
市

四
町
の
小
学
校
十
四
校
延
べ
四
百
五
十
九
人

が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　
「
適
マ
ー
ク
制
度
」
は
、
防
火
安
全
に
関

す
る
基
準
に
適
合
し
た
宿
泊
施
設
で
あ
る
こ

と
を
利
用
者
に
お
知
ら
せ
し
、
安
全
・
安
心

な
宿
泊
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

適
マ
ー
ク
は
、
消
防
機
関
が
審
査
し
た
結

果
、
消
防
法
令
の
ほ
か
、
重
要
な
建
築
構
造

等
に
関
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
た
宿
泊
施
設
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

来
年
、開
催
さ
れ
る
鹿
児
島
国
体
に
向
け
、

宿
泊
施
設
を
利
用
す
る
方
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
本
組
合
で
は
、
管
内
の
宿

泊
施
設
へ
の
立
入
検
査
、
指
導
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
宿
泊
時
は
「
適
マ
ー
ク
」
と
「
避

難
経
路
」
の
確
認
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
四
年
八
月
二
十
六
日
、
東
京
都
立
川

市
で
開
催
さ
れ
た
第
50
回
全
国
消
防
救
助
技

術
大
会
に
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、

優
秀
な
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
住
民
へ
の
応
急
手
当
普
及
促
進

の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
の
方
の
救
急
講
習
も
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
申
込
み
さ
れ
る

際
は
最
寄
り
の
消
防
署
・
分
署
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
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